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絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！

せとうち
広報

鹿児島県大島郡瀬戸内町 １月14日（日）第42回瀬戸内町駅伝競走大会i

まちの人口と世帯｜住民基本台帳 平成 29 年 11 月末

人口
9,016 人（ 前月 -9）　

人口（男）
4,356 人（ 前月比 -3）

人口（女）
4,660 人（前月比 -6）　

世帯数
5,219 戸（ 前月 -10）　

月号1 平成 30 年

新年のごあいさつ
謹賀新年



謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
全
国
各
地
で
ご
活
躍

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
清
々
し
く
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
皆
様

方
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
を
力
と
し
て
、
町
政
を

預
か
ら
せ
て
頂
い
て
か

ら
３
度
目
の
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
国
内
3 4
カ
所

目
の
国
立
公
園
と
し
て
、

「
奄
美
群
島
国
立
公
園
」

が
新
た
に
誕
生
し
、「
奄

美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄

島
北
部
及
び
西
表
島
」
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ

大
き
く
前
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
８
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西

郷
ど
ん
」
効
果
に
よ
る
奄

美
へ
の
観
光
客
増
加
も

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

本
町
と
し
て
も
、
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
各
方
面
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
、
ま
す
ま
す

団
結
を
高
め
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年

７
月
に
は
、｢

瀬
戸
内
町

き
ゅ
ら
島
交
流
館
（
古

仁
屋
休
憩
施
設
兼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
）｣

が

開
館
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
住
民
や
観
光
客

の
利
便
性
向
上
と
安
全

安
心
の
確
保
が
図
ら
れ

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、

今
後
も
町
民
・
全
国
の

郷
友
会
・
役
場
職
員
が

一
体
と
な
っ
た

｢

チ
ー

ム
せ
と
う
ち｣

を
旗
印

に
「
絆
で
創
る
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に

謹賀　　新年

Setouchi Town Administration 瀬戸内町行政｜ 2018 年頭あいさつ

みんなで創る「チームせとうち」

鎌田 愛人
Naruhito　Kamada

掲
げ
、「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
」
を
根
幹
と
し

て
、「
第
４
次
瀬
戸
内
町
長

期
振
興
計
画
（
平
成
2 1
年

度
～
平
成
3 0
年
度
）
」
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
計
画
と
も
連

携
し
て
策
定
し
た
「
瀬
戸

内
町
創
生
実
行
計
画
」
や
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
実
現
に

向
け
、
町
政
運
営
に
全
身

全
霊
で
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
、

よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

 

年
頭
に
当
た
り
、
町
の
発

展
の
た
め
万
難
を
排
し
献

身
す
べ
く
決
意
を
新
た
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満

ち
た
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

瀬戸内町長



新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
御
健
勝
で
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に

は
、日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、衷
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

議
会
活
動
に
精
励
す
る
こ

と
が
で
き
、地
域
の
振
興
・

充
実
に
微
力
を
尽
く
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。改
め
ま

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、わ
が
国
の
経
済
状

況
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、私
共

離
島
の
地
域
に
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
「
地
方
創
生
」を

生
か
し
た
、
瀬
戸
内
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に

よ
る
「
瀬
戸
内
町
総
合
戦

略
」の
諸
々
の
施
策
実
現
に

町
当
局
と
議
会
、そ
し
て
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、平
成
30
年
度
末
で

奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業

が
期
限
切
れ
と
な
る
こ
と

か
ら
、そ
の
延
長
に
向
け
て

奄
美
群
島
の
各
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、奄
美
群
島
振

興
交
付
金
の
拡
大
と
航
路
・

航
空
路
運
賃
や
農
作
物
の

輸
送
費
等
の
軽
減
が
更
に

充
実
さ
れ
る
よ
う
、地
元
の

金
子
万
寿
夫
代
議
士
と
連

携
を
図
り
、町
当
局
と
共
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
来
、こ
れ
ま
で
の
議

会
の
歩
み
を
振
り
返
り
、検

証
し
、こ
れ
か
ら
の
瀬
戸
内

町
の
発
展
の
た
め
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
、改
革
に
取

謹賀　　新年

2018 年頭あいさつ｜瀬戸内町議会 Setouchi Town Assembly

より良い議会の活性化に向けて

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、今
後
も
よ
り

良
い
「
議
会
の
活
性
化
」に

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

い
ま
、私
共
奄
美
は
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、

各
自
治
体
で
協
力
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
、着
実
に
進

め
ら
れ
て
き
て
お
り
、我
が

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
も
追
い
風
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

努
力
す
る
と
と
も
に
、議
決

機
関
と
し
て
的
確
か
つ
、迅

速
な
議
会
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
本

年
も
議
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
、ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

む
す
び
に
、本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、実
り
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

岡田 弘通
Hiromiti　Okada

瀬戸内町議会議長



入
れ
て
い
る
も
の
に
「
学
力
向
上
」
が
あ

り
ま
す
。
学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
教
職
員
の
研
修
を
充
実
さ

せ
て
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
徹
底
、
複
式

学
級
に
お
け
る
指
導
法
の
研
究
、「
子
ど

も
が
分
か
る
授
業
」
を
確
立
す
る
こ
と
を

第
一
に
、
児
童
生
徒
全
員
の
学
力
が
向
上

す
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
授
業
を
行
う

た
め
に
、「
瀬
戸
内
町
学
校
教
育
情
報
化

基
本
計
画
」
を
改
訂
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と

れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
や
心
の
教
育
の
充

実
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
地
理

的
環
境
を
活
か
し
た
体
験
学
習
と
し
て

「
遠
泳
大
会
」
や
「
歩
こ
う
会
」、「
大
島

海
峡
板
付
け
舟
横
断
」
等
で
体
力
・
気
力

を
向
上
さ
せ
、
自
然
の
中
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
面
で
は
、
郷
土
文
化
体
験
学
習
、

学
習
発
表
会
・
文
化
祭
、
本
町
で
毎
年
開

催
し
て
お
り
ま
す
子
ど
も
島
口
伝
統
芸
能

大
会
、
中
学
校
弁
論
・
英
語
暗
唱
大
会
も

益
々
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
未
就
学
児
に

お
け
る
運
動
能
力
の
向
上
、
日
々
努
力
す

る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
の
、
プ
レ
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
事
業
、
児
童
を
対

象
と
し
た
夏
休
み
水
泳
教
室
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業
「
満
天
ク

ラ
ブ
」
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

や
今
年
完
成
予
定
の
「
瀬
戸
内
町
き
ゅ

ら
島
交
流
館
」
で
の
公
民
館
講
座
や
自

主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習
の
充
実
、
い

き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
健
康
増

進
活
動
、
環
境
教
育
や
文
化
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
最
高
学
府
で
あ
る
県

立
古
仁
屋
高
等
学
校
存
続
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
留
学
扶
助
費
や
各
種
補

助
金
等
、
魅
力
あ
る
施
策
を
打
ち
出
し

新
入
学
生
の
確
保
、
在
校
生
の
学
力
・

資
質
向
上
に
町
民
一
丸
と
な
り
、
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し
く
活
力

に
満
ち
、
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
風
土
の

構
築
と
充
実
を
目
指
し
て
、
そ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
新

し
い
年
が
希
望
に
輝
き
、
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

2018 年頭あいさつ｜瀬戸内町教育委員会 Setouchi Town Board of Education

謹賀新年

心豊かな「瀬戸内っ子」の育成

上田 敏也
Tosiya　Ueda

瀬戸内町教育長

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
瀬
戸
内
町

の
一
層
の
発
展
と
子
ど
も
達
の
幸
せ
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
町
教

育
行
政
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
町
民
の
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
島
地
区
生
涯
学
習
推
進

大
会
や
大
島
地
区
広
域
文
化
祭
、
日
本

復
帰
記
念
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
が
、

三
十
七
年
ぶ
り
に
本
町
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
郷
土
瀬
戸
内
町
を
築
い
て
き

た
先
人
た
ち
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
伝
統
、
文
化
な
ど
を
児
童
生
徒
へ

伝
え
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
町

の
教
育
行
政
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
行
政
の
基
本
目
標
で
あ
り

ま
す
、
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
な

「
瀬
戸
内
っ
子
」
の
育
成
を
目
指
し
、「
未

来
に
生
き
る
確
か
な
学
力
」、「
生
き
る
喜

び
を
育
む
生
涯
学
習
」、「
郷
土
の
心
を
伝

え
る
文
化
活
動
」
を
力
点
と
し
、
諸
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、
特
に
力
を
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世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■お問合わせ先　図書館・郷土館（世界自然遺産せとうち町推進室）☎ 0997 － 72 － 3799

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。最
短
で
今
年
の
夏
頃
に
は
、

い
よ
い
よ
「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
世
界
自

然
遺
産
」登
録
の
可
否
決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。ま
さ
に「
ま
っ
た
な
し
！
」

の
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然

保
護
連
合
）
の
専
門
家
二
名
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
に
は
、
国
、
県
の
担
当
者
と
有
識
者
や
地
元
の
自
然
保
護
関
係
者
ら

が
同
行
し
、
推
薦
区
域
の
視
察
を
と
お
し
て
、
遺
産
の
価
値
と
保
全
の

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
側
か
ら
は
、「
貴
重
な
生
態
系
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
人

が
関
わ
り
地
域
全
体
で
自
然
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
」、「
遺
産
の
推
進
地
だ
け
で
な
く
、
地
域
全

体
と
し
て
の
保
全
が
重
要
」
と
の
評
価
、
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
住
民
ひ
と
り
一
人
が
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

い
」
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
を
本
気
に
な
っ
て
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
30
年
度
建
設
工
事
等

指
名
願
い
の
受
付
が
始
ま

り
ま
す

　

平
成
30
年
度
建
設
工
事
等
の
指
名

願
い
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
入
札

参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
は
次
の
と

お
り
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
年
度

①
瀬
戸
内
町
に
本
社
ま
た
は
営
業
所

を
置
く
事
業
所
→
平
成
30
年
度
分

②
町
外
の
事
業
所
→
平
成
29
・
30
年

度
の
中
間
受
付
（
１
箇
年
分
）

※
平
成
29
年
度
受
付
済
の
場
合
は
、

不
要

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
～
平
成
30
年

３
月
31
日
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除

く
）
※
必
着

■
提
出
書
類

　

瀬
戸
内
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。「
建
設
工
事
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
ほ
か
、
必

要
書
類
の
一
部
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

受
付
期
限
を
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
書
類
が
揃
わ
な
い
場
合
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

１
月
の
お
知
ら
せ
と
情
報

お問合わせ先に直
通番号を記載して
います。
役場のお問合わせ
先はこちらです。
■瀬戸内町役場
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17 時 15 分以降や
休日は宿直室につ
ながります。

■お問合わせ先　建設課　管理係☎ 0997 － 72 － 1197

■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山☎ 080 － 8367 － 5976
「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

開
催
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い

わ
～
く
」
の
一
環
で
、直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新

鮮
野
菜
は
る
市
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者

と
地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
を

作
り
、
住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地

元
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨

類
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程 　

平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）

■
時
間 　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所
　
Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
の

農
協
倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま
す
。

■
出
店
予
定
　
畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ

き
あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、
赤

し
ょ
う
び
ん
、コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

な
が
む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
等

■
備
考
　
天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平成 29 年 10 月

ユネスコの諮問機関（Ｉ

ＵＣＮ）による現地調査

ＩＵＣＮからの追加情報

要請・推進国からの回答

平成 30 年 5 月頃

ＩＵＣＮによる評価結果

の勧告

平成 30 年夏頃

世界遺産委員会における

審議、記載の可否決定

今後のスケジュール
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西
方
地
区
の
「
高
速
光
通
信
サ
ー

ビ
ス
」
開
始
に
伴
う
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　

平
成
30
年
２
月
15
日
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
の
協
力
に
よ
り
、「
高
速
光
通
信
サ
ー

ビ
ス
」
の
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ご
家
庭
や
職
場
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
快
適
に
な
り
、
西

方
住
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
が
便
利
で
豊
か

に
な
る
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
高
速
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
」

の
利
便
性
や
料
金
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
及
び
場
所

①
管
鈍
公
民
館

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～　
　
　

②
古
志
公
民
館

平
成
30
年
１
月
21
日
（
日
）
午
後
５
時
～

■
内
容

　

光
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て

　

光
サ
ー
ビ
ス
相
談
会
（
個
別
相
談
）

■
対
象
者　

次
の
番
号
に
該
当
す
る
方

０
９
９
７
―
73
―
５
×
×
×
、
６
×
×
×

０
９
９
７
―
74
―
０
×
×
×

０
９
９
７
―
77
―
０
×
×
×

※
上
記
の
局
番
で
あ
っ
て
も
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■お問合わせ先　企画課　情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122

■お問合わせ先　農林課　営農畜産係☎ 0997 － 72 － 1174

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
瀬
戸
内
町
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

研
修
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

今
年
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に

な
る
節
目
の
方
（
昭
和
52
年
生
・
42
年

生
・
32
年
生
・
22
年
生
）
を
対
象
に
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
　
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

■
場
所　

町
内
歯
科
医
院（
登
山
歯
科
・

ア
歯
科
・
ま
ち
だ
歯
科
・
せ
き
歯
科
）

■
金
額　

無
料
（
受
診
の
際
は
、
は
が

き
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　

歯
周
病
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
「
人

類
に
最
も
蔓
延
す
る
感
染
症
」
と
認
定

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

正
し
い
処
置
を
と
る
こ
と
で
歯
周
病

を
予
防
で
き
、
症
状
も
大
き
く
改
善
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
歯
周
病
の
検

査
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

農
業
経
営
を
目
指
す
人
材
（
担

い
手
）
を
募
集
し
ま
す

　

本
町
に
お
い
て
農
業
経
営
を

希
望
す
る
者
に
対
し
て
、
農
業

の
基
礎
知
識
・
経
営
方
法
、
技

術
に
関
す
る
実
地
研
修
を
行
い

な
が
ら
、
農
業
で
自
立
を
目
指

す
人
材
を
育
成
・
支
援
し
、
本

町
の
農
業
振
興
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
研
修
期
間

　

平
成
30
年
７
月
か
ら
１
年
間

■
研
修
品
目

　

重
点
振
興
品
目
（
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
・
タ
ン
カ
ン
・
カ

ボ
チ
ャ
等
）

■
研
修
資
格

①
農
業
を
職
業
と
し
て
選
択

し
、
か
つ
研
修
品
目
を
希
望
す

る
も
の
で
、
自
主
的
努
力
を
基

本
に
自
立
経
営
農
家
を
目
指
し

た
就
農
意
欲
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
者

②
本
町
に
住
所
を
有
し
、
研
修

後
も
本
町
に
お
い
て
農
業
に
従

事
で
き
る
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
者

③
地
域
社
会
と
融
和
し
、
中
核

的
な
担
い
手
と
し
て
地
域
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
者

④
概
ね
18
歳
か
ら
60
歳
以
下
の

健
康
な
者
で
新
規
就
農
を
志
す

者⑤
自
己
資
金
等
の
条
件
が
整
っ

て
お
り
、
農
地
の
確
保
が
見
込

ま
れ
る
者

■
研
修
内
容

①
農
業
基
礎
講
座
に
よ
る
栽
培

理
論
、
農
業
経
営
等
の
研
修

②
本
町
の
重
点
振
興
品
目
の
栽

培
技
術
研
修
及
び
研
修
施
設
を

活
用
し
た
実
践
研
修

③
そ
の
他
就
農
に
向
け
た
各
種

研
修
会
の
実
施

■
募
集
期
間

平
成
30
年
４
月
27
日
（
金
）
ま

で■
そ
の
他

　

研
修
申
込
書
等
に
つ
い
て
は

農
林
課
に
て
配
布
し
ま
す
。



☑News ＆ Infomation｜January

7　　広報せとうち　January 2018

■お問合わせ先　衛生センター☎ 0997 － 72 － 1973
　　　　　　　　名瀬クリーンセンター☎ 0997 － 52 － 9766

年
末
年
始
の
家
庭
ご
み
業
務
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
で
す

　

日
ご
ろ
か
ら
、

ご
み
の
減
量
及
び

分
別
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

業
務
終
了
後

は
、
年
始
の
業
務

開
始
ま
で
収
集
を

行
い
ま
せ
ん
。

　

ご
近
所
の
方
の

迷
惑
と
な
ら
な
い

よ
う
に
家
庭
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

に
従
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
衛
生
セ

ン
タ
ー
及
び
加
計

呂
麻
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
も
や

せ
る
ご
み
を
持
ち

込
み
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

奄
美
群
島
開
発
基
金
は
、
奄
美
群
島
の
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
融
資
業
務
・
保
証
業
務
に

よ
り
、
事
業
者
の
方
々
へ
の
事
業
資
金
の
円
滑

な
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
保
証
業
務
と
は
、
事
業
者
の
方
々
が
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
を
行
う
際
に
、
奄
美
基
金
が

信
用
保
証
を
行
う
こ
と
で
円
滑
な
資
金
供
給
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

奄
美
基
金
、
各
金
融
機
関
、
各
商
工
会
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
融
資
の
種
類

農
地
購
入
、
果
樹
植
栽
、
家
畜
購
入
、
中
古
船

取
得
、
農
林
水
産
物
の
流
通
加
工
、
観
光
関
連

産
業
、
地
域
活
性
化
、
地
域
資
源
振
興
な
ど

■
融
資
利
率
（
平
成
29
年
10
月
16
日
現
在
）

年
０
．
３
０
％
～
年
２
．
７
６
％

■
融
資
期
間　

最
高
20
年
（
一
部
据
置
あ
り
）

右
記
以
外
に
も
融
資
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
所
在
地

独
立
行
政
法
人　

奄
美
群
島
開
発
基
金　

本
部

〒
８
９
４
‐
０
０
２
６

奄
美
市
名
瀬
港
町
１
‐
５

※
屋
仁
川
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
で
は
、　

平
成
30
年
４
月
以
降
発
生
す
る
、「
県

営
住
宅
阿
木
名
団
地
」
及
び
「
コ
ー

ラ
ル
タ
ウ
ン
船
津
団
地
」
の
空
き
家

へ
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
の
「
空
き

家
待
ち
順
位
登
録
の
申
し
込
み
」
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
申
し
込
み
さ
れ
て
い

る
方
も
、
新
た
に
申
し
込
み
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

▽
場
所　

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所

総
務
課
（
２
階
）

▽
期
間　

平
成
30
年
２
月
１
日（
木
）

～
２
月
28
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
抽
選
場
所
・
日
時

▽
場
所　

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所

会
議
室
（
２
階
）

▽
日
時　

３
月
８
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら

※
そ
の
他
の
詳
細
や
申
込
資
格
等

は
、
上
記
お
問
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

奄
美
群
島
開
発
基
金
か
ら
融
資
制
度

の
お
知
ら
せ
で
す

県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
順
位

登
録
を
募
集
し
ま
す

■お問合わせ先　独立行政法人　奄美群島開発基金☎ 0997 － 52 － 4511

■お問合わせ先　大島支庁瀬戸内事務所　総務課☎ 0997 － 72 － 2111（内線 121）

業務終了日 業務開始日

家庭ごみの収集 12/30 1/ ４

衛生センター及び加計呂麻ク
リーンセンター（粗大・資源） 12/30 1/ ４

最終処分場（燃えないごみ）
12/31

午後３時
1/ ４

業務終了日 業務開始日

もやせるごみの受入
12/31

午後３時
１/ ４

昼食時間帯（正午～午

後１時）の持ち込み
12/28 ～ 12/31 まで可

表１．瀬戸内町の収集と施設表２．名瀬クリーンセンター

■名瀬クリーンセンターへの持ち込みは有料です

指定袋での持ち込みは１回 100 円、その他の袋

での持ち込みは、重さで料金が変わります。

※最終処分場への持ち込みは、安定４品目（プラスチッ
ク、金属、ガラス、せともの・コンクリート類）のみとなっ
ています。

■名瀬クリーンセンターへの行き方

奄美市名瀬の道の島ループ橋を経由し、案内板に従ってください。
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休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

日付 当番医 診療時間
１月１日（月）
元旦

瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

１月２日（火） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

１月３日（水） 南大島診療所
72‐0107 午前 午後

１月６日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

１月７日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

１月８日（月）
成人の日

へき地診療所
72‐3211 午前 午後

１月 13 日（土） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

１月 14 日（日） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

１月 20 日（土） いづはら医院
72‐3307 通常診療 午後

１月 21 日（日） いづはら医院
72‐3307 午前 午後

１月 27 日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

１月 28 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

■診察時間
午前：午前９時から正午まで

午後：午後２時から午後５時まで

※「通常診療」の時間は、各医療機関で
異なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合があり
ますので、事前に各医療機関にお問い合
わせください。

■夜間の診察は、かかりつけ医に事前に、
電話にてご相談ください。
■日頃から何でも相談できる「かかりつけ
医」を持ち、早めの受診を心がけましょう。
■救急車については、救急隊が搬送先を
選定します。

平成 30 年１月休日当番医予定表

■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72 － 1060 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

▽
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る

た
め
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
給
付

は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

▽
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
「
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
」

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納

付
猶
予
制
度
」

▽
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

▽
「
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、

30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
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平成 30 年
名瀬審査室開庁予定日

開設時間 第１日目（午後２時～午後５時 30 分） 第２日目（午前９時～正午）

１月 ９日（火） 10 日（水）

２月 13 日（火） 14 日（水）

３月 12 日（月） 13 日（火）

４月 ９日（月） 10 日（火）

５月 ７日（月） ８日（火）

６月 11 日（月） 12 日（火）

７月 ９日（月） 10 日（火）

８月 ６日（月） ７日（火）

９月 10 日（月） 11 日（火）

10 月 ９日（火） 10 日（水）

11 月 12 日（月） 13 日（火）

12 月 10 日（月） 11 日（火）

■お問合わせ先　
福岡入国管理局鹿児島出張所　☎ 099 － 222 － 5658
〒 892-0822 鹿児島市泉町 18-2-40　鹿児島港湾合同庁舎内

①天候によっては、開庁日又は開庁する時間帯が急きょ変更されることもありますので、状況に

応じて上記お問合わせ先まで確認願います。

②各種申請手続き及び必要な資料等の相談については、上記お問合わせ先まで照会ください。

謹賀新年
昨年11 月に開催されたいっちゃむん市場の 2 周年
感謝祭では沢山の方にご来店頂き大盛況となりました。
ありがとうございました！！
今年も、いっちゃむん市場生産者、スタッフ一同、
頑張って参りますので、宜しくお願いします。

あけましておめでとうございます。
今年も宜しくお願いします。

通信

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　 72-1174
　　　　　　　地域おこし協力隊 小林  080-2707-8602

昨年から人気上昇中の、ここ加計呂麻島だからこそできる栽培時期をずらし、露地で育てたズッキーニ！
そして、スナップエンドウや大根、白菜、コウシャなどの冬野菜も入荷予定ですので、みなさんぜひ
いっちゃむん市場まで足をお運びください！なお、Facebook でもいっちゃむん市場の入荷情報をアップ
しているのでそちらもチェックしてみてくださいね！

［加計呂麻島のいっちゃむん市場］で検索
最新情報は Facebook をチェック！
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「フェリーかけろま」の乗務員を募集します

鹿児島県弁護士会無料法律相談のお知らせです

■乗務員　若干名
■対象　長期就労が可能な方。※船員経験者大歓迎。海技士免状資格者優遇！
ご希望の方は、電話連絡の上、履歴書をご郵送ください。
■お問合わせ先　〒 894-1503　瀬戸内町古仁屋大湊 26-14（海の駅２階）
　　　　　　　　商工観光課　船舶交通係☎ 0997 － 72 － 4560

ちょっと聞きたい、こんなこと聞いていいのかな？困ったときは一人で悩ます、お気軽にご相談くださ
い。※質問によってはお答えできない場合もあります。
■各相談の時間帯
交通事故：月（午後１時～午後３時 30 分）、水（午前９時 30 分～正午）、金（午後１時～午後４時）
高齢者・障害者：水（午後１時～午後４時）
離婚・男女問題、相続遺言、不動産、女性弁護士による女性のための相談：木（午後１時～午後４時）
※借金問題、生活保護の相談、労働者の労働問題は、平日無料にて随時受付中
※無料相談は 30 分枠で初回のみとなります。
■お問い合わせ・お申込み先　鹿児島県弁護士会☎ 099 － 226 － 3765

■お問合わせ先　  保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122 推
進
員
に
な
っ
て
、
私
た
ち
と

一
緒
に
健
康
づ
く
り
活
動
を
し

ま
せ
ん
か
？

平
成
29
年
度
　
推
進
員
養
成
講
座
の

ご
案
内

　

瀬
戸
内
町
で
は
現
在
、

『
食
生
活
改
善
推
進
員
』

『
健
康
づ
く
り
推
進
員
』

の
２
つ
の
推
進
員
が
地

域
で
健
康
づ
く
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
、
身
の
周
り
の
大
切
な

方
た
ち
の
た
め
に
、
健
康
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
、
実
践
し
た
り
、
お
手
伝
い
し

た
り
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

推
進
員
の
養
成
講
座
を
左
記
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
お

申
込
み
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

１
回
目　

平
成
30
年
２
月
23
日
（
金
）　

２
回
目　

平
成
30
年
３
月
２
日
（
金
）

３
回
目　

平
成
30
年
３
月
９
日
（
金
）　

■
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

役
場
会
議
室

■
そ
の
他　

２
月
16
日
（
金
）
ま
で
に

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日付 受付相談内容

1/10 交通事故

1/11 相続遺言

1/12 交通事故

1/15 交通事故

1/17 交通事故

1/18 不動産

1/19 交通事故

1/24 高齢者・障害者

1/25 女性弁護士による女性のための相談

1/26 交通事故

日付 受付相談内容

2/1 離婚・男女問題

2/2 交通事故

2/5 交通事故

2/7 交通事故

2/8 相続遺言

2/9 交通事故

2/14 交通事故

2/15 不動産

2/16 交通事故

2/19 交通事故

2/21 交通事故

2/22 女性弁護士による女性のための相談

2/23 交通事故

2/28 高齢者・障害者

日付 受付相談内容

3/1 離婚・男女問題

3/2 交通事故

3/5 交通事故

3/7 交通事故

3/8 相続遺言

3/9 交通事故

3/12 交通事故

3/14 交通事故

3/15 不動産

3/16 交通事故

3/19 交通事故

3/22 女性弁護士による女性のための相談

3/23 交通事故

3/28 高齢者・障害者

3/30 交通事故
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マイナンバーカードを作ってみませんか？
申請は意外と簡単です！

手順手順手順

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
い
る
交
付

申
請
書
に
、
顔
写
真
を
貼
っ
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
用
写
真
機
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
写
真
を
撮
影
し
、
そ
の

ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

顔
写
真
付
き
の
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
、

運
転
免
許
証
な
ど
と
同

じ
く
、
官
民
問
わ
ず
に

口
座
開
設
や
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
店
会
員
登
録
、

郵
便
局
で
の
郵
便
物
受

取
な
ど
に
利
用
可
能
。

　

免
許
を
返
納
し
て
も
、

身
分
証
明
は
こ
れ
で
Ｏ

Ｋ
で
す
！

　

年
金
や
税
な
ど
の
手

続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

求
め
ら
れ
て
も
、
こ
れ

１
枚
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
等
の

手
続
で
住
民
票
等
の
添

付
書
類
が
不
要
に
！

約
１
ヶ
月
後
、
カ
ー
ド
の
準
備
が

で
き
ま
し
た
ら
、
役
場
か
ら
ご
自

宅
に
は
が
き
（
交
付
通
知
）
が
届

き
ま
す
。

ハ
ガ
キ
等
必
要
な
物
を
お
持
ち
の

上
、
役
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

大
切
な
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
、
ご
本
人
の
来
庁
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
請
す
る
。

公
的
な
証
明
書
と
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示

が
１
枚
で

通
知
は
が
き
が
届
く
。

カ
ー
ド
を
受
け
取
る
。

通知カード交付申請書の注意点

交付申請書
注意１引っ越し等をした場合は、この交付申請書は使え

ません。役場で新しい申請書をお受け取りください。

注意２マイナンバー交付申請書用封筒（料金受取人払）

の差出有効期間は平成 29 年 10 月４日から平成 31 年５

月 31 日まで有効な封筒として利用可能になりました。

！

！

１

１２３

２

切り取ります

マイナンバーはこんなことに利用できます

■お問合わせ先　マイナンバー総合フリーダイヤル☎ 0120-95-0178（無料）
平日／ 9:30 ～ 20:00　土日祝／ 9:30 ～ 17:30（12 月 29 日～ 1月 3日を除く）
※カード利用の停止は無休

24時間 365 日、下記フリーダイヤルのコールセンターでカード利用をストップできます。

万一、なくしたり、盗まれてしまったら…
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阿
木
名
小
中
学
校
（
草
留
校
長
、

児
童
生
徒
76
人
）
の
新
体
育
館
（
鉄

筋
２
階
建
）
落
成
式
が
行
わ
れ
、　

学
校
関
係
者
や
集
落
住
民
、
建
設
関

係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

新
体
育
館
の
１
階
部
分
は
、
3.5

メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
さ
れ
て
お
り
、　

２
階
部
分
は
、ス
テ
ー
ジ
や
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

菱
沼
大
晟
生
徒
会
長
は
「
文
化
発

表
会
や
卒
業
式
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

こ
と
が
楽
し
み
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
消
防
団（
団
長
金
久
修
）

の
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
、
防
火
教

室
が
町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
で
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
火
教
室
で
は
、
火
災
の
怖
さ
や

防
火
の
知
識
を
ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
な

ど
を
取
り
入
れ
、
分
か
り
や
す
く
伝

え
て
い
ま
し
た
。

　

団
員
の
尾
崎
さ
ん
は
、「
ダ
メ
と

言
う
だ
け
で
な
く
、
対
処
方
法
を
小

さ
い
時
か
ら
、
教
え
る
こ
と
が
防
災

で
は
大
切
で
す
。
自
分
の
身
は
、
自

分
で
守
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

阿木 名 小 中 学 校 新 体
育 館 落 成 式 が 開 催

10月14日（土）祝！新体育館

10月26日（木）小さな頃から防災を知る

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の

街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国

地
域
安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に
開

催
さ
れ
、
そ
の
出
発
式
が
古
仁
屋

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
瀬
戸
内
警
察
署

や
防
犯
関
連
団
体
、
役
場
、
古
仁

屋
小
学
生
、
古
仁
屋
中
学
生
な
ど

約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
後
は
、
古
仁
屋
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
先
頭
に
街

頭
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
安
全
運

動
へ
の
協
力
呼
び
か
け
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

秋の 全 国 地 域 安 全 運
動 の 出 発 式 が 開 催

10月 11 日（水）安全な地域を目指して

　

鹿
児
島
県
板
金
塗
装
工
業
協
同
組

合
大
島
支
部
（
瀬
田
和
也
支
部
長
）

の
５
社
が
町
内
の
公
園
で
遊
具
塗
装

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
毎
年
奄
美
大
島
の
各

自
治
体
で
遊
具
塗
装
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
６
回
目

と
な
る
そ
う
で
す
。

　

春
日
公
園
、
船
津
公
園
、
瀬
久
井

東
公
園
、
か
め
公
園
の
４
カ
所
の
遊

具
が
き
れ
い
に
塗
装
さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
田
支
部
長
は
「
子
ど
も
達
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

県板 金 塗 装 工 業 協 同 組 合 大
島 支 部 が ボ ラ ン テ ィ ア瀬戸 内 町 消 防 団 に よ る

防 火 教 室 が 初 開 催

10月20日（金）ありがとうございます！
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秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
町

内
の
保
育
所
と
幼
稚

園
の
こ
ど
も
達
に
よ

る
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
ど
も
達
は
、「
火

の
用
心
」
の
掛
け
声

と
共
に
拍
子
木
を
カ

ン
カ
ン
と
打
ち
鳴
ら

し
な
が
ら
、
市
街
地

を
周
り
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
小
学

校
体
育
館
及
び

校
庭
で
食
育
支

援
学
習
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
の

野
菜
や
果
物
の

講
話
や
島
の
食

材
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
講
座
、
農

業
機
械
の
説
明

会
、
牛
の
見
学

会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こど も た ち が 市 街 地 で 火 災
予 防 を 呼 び か け ま し た

古仁 屋 小 学 校 で 食 育
支 援 学 習 が 開 催

11 月８日（水）元気な声が響きました

11 月 1 日（水）まちの食、学びました

　

日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な

ど
が
主
催
す
る
、
第
17
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
愛
媛
県
で
開
催

さ
れ
、
瀬
戸
内
町
卓
球
連
盟
所
属
の

村
田
康
司
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
鹿
児
島
県
か
ら
37
名
が

出
場
し
ま
し
た
。
村
田
さ
ん
は
、
一

般
卓
球
２
部
（
40
歳
以
上
）
に
出
場

し
、
３
選
手
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
総
当

た
り
戦
で
２
勝
、
２
回
目
の
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　

村
田
さ
ん
は
「
３
年
後
の
鹿
児
島

大
会
出
場
を
目
指
し
て
練
習
を
が
ん

ば
り
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
５
回
こ
ど
も
世
界
自
然
遺
産
博

士
号
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、「
外
来
種
バ
ス
タ
ー
ズ
に
な

ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
奄
美
野
生
生

物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
牧
野
先
生
に
よ

る
、
外
来
種
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
義
の
後
は
外
来
種
「
ア

メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ
」
の
駆
除
作
業

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
、
つ
る
の
よ
う
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
根
っ
こ
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
駆
除
を
行

い
ま
し
た
。

村田康司さんが全国障害者ス
ポ ー ツ 大 会 の 優 勝 報 告 に

こど も 世 界 自 然 遺 産
博 士 号 講 座 が 開 催

11 月２日（木）おめでとうございます！

11 月４日（土）外来種から守ろう！
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古仁屋高校の服務規律に関するスローガン 「意識して未来へつなげよう」 

  

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/ 

 
 自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 

 

  

 

１２月５日（火）に本場奄美大島紬協同組合青年部の

御協力のもと，校内で大島紬の歴史や製法などについて

の学習と着付け体験を行いました。ほとんどの生徒が大

島紬を着るのは初めてとあって，とても喜んでいました。 

奄美の伝統文化のすばらしさを改めて体感することが

できた良い時間となり，生徒からは，「１３工程もかけて

作られていることに重みを感じた」，「軽いのに温かかっ

た」，「普段のように歩くのが難しかった」などの感想が

ありました。 

企業見学・郷土研修（１年生） 

 

１１月１４日（火）に宇検村湯湾と瀬戸内町花天を訪

れ，見学や研修を行いました。生徒たちは音響熟成によ

る黒糖焼酎作りやマグロの完全養殖の全貌に触れ，驚き

や感激の表情を浮かべていました。普段はできない体験

を通して，郷土奄美の魅力を知る良い機会となりました。 

大島紬に関する体験学習 

 

修学旅行（２年生） 

 
１２月５日（火）～８日（金）

に３泊４日の日程で,奈良・京都・

大阪へ行きました。歴史や文化に

触れたり，京都市内で自主研修を

したり，ＵＳＪで楽しく過ごすな

ど，新しい体験をすることができ

ました。仲間と共に多くのことを

学び，高校生活での最高の思い出

の一つとなりました。 

 

柔道部 

 

・近畿大学水産研修所奄美実験場 

 

奄美大島開運酒造 

 

（１年生） 

 

 １０月の県新人大会では各自のイメー

ジした試合運びができなかったので，次

の大会に向けて，自分たちで考えたメニ

ューにも懸命に取り組んでいます。随時，

部員募集中です！リニューアルした武道

館で，心身を鍛えませんか？ 

～ 部 活 動 紹 介 ～ 



水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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戸
籍
の
窓

　
　
お
誕
生
お
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で
と
う
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前
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総
合
計
金
７
万
円
也

司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　　日時：１月18日（木）午前10時～午後１時

　　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　　　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

戸
籍
の
窓
は
、
11
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）
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ま ち の 話 題

地域の絆をひとつに熱戦を繰り広げる｜第33回町民体育祭が開催

加計呂麻島を駆け抜ける｜2017加計呂麻島ハーフマラソンが開催

平成 29 年 10 月 8 日（日）清水運動公園陸上競技場で第 33 回町民体育祭が開催されました。地区
別に７チームで俵運搬リレーや綱引きなど 33 種の競技が繰り広げられ、東方チームが８連覇を飾り
ました。

平成 29 年 11 月 12 日（日）晴天の下、2017 加計呂麻島ハーフマラソンが瀬相集落をスタート地点
に開催されました。町内や全国各地から２歳から83歳の男女493人がエントリーし、ハーフ、10キロ、
５キロ、３キロ、駅伝の５種目で加計呂麻島のコースを駆け抜けました。

今月の表紙｜一面に咲くイソノギクの花、撮影場所：ホノホシ海岸、撮影日：平成 29 年 11 月 29 日（水）


